
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 7年 11月 27日 第 8号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

           笑顔輝く発表！ プロジェクト結実 

校長   山  下 礼 子  

 

子どもたちが命名した「楽しい明徳プロジェクト」は、11 月 17 日の昼休みに女優・朗読家

の鈴木佳由さんと音楽家の西井夕紀子さんが急遽来校されるというサプライズで幕を閉じまし

た。学習発表会本番に参加できなかった西井さんのために、子どもたちが詩を披露。そのお返し

として、お二人から詩と音楽の美しいハーモニーが贈られ、心温まる結びとなりました。今年度、

国語や音楽といった学習活動を通して、言葉集め、音楽作り、そして「表現」をテーマに全校で

取り組んできた本プロジェクト。その成果発表は、学習発表会のオープニングを笑顔で飾り、会

場全体の空気を一変させる力を持っていました。これまで子どもたちは、明徳小学校の好きな場

所を選び、自ら足を運んで、そこで聞こえてくる音を自分の声や楽器で表現してきました。シナ

リオも楽譜もない、子どもたちだけの小さなオーケストラは、「自分たちの学校の魅力」に改め

て気づく貴重な機会となったと思います。 

また、「昨日」「今日」「明日」について、好きなことや楽しみなことだけでなく、嫌だなと

思うことも含めた素直な気持ちを詩に表し、読み方を工夫することで、子どもたちの夢や願い、

なりたい自分を伝える発表となりました。学習発表会後に書き記した「めあての振り返り」から、

子どもたちの素直な気持ちが表れているいくつかをご紹介します。 

「明徳小の詩」で、ボールが跳ねる音に近い音を出せたよ｡｣ 

「明徳ソーランで、笑顔で間違えないように踊れてよかった｡」 

「総合の発表で大きな声でがんばれたよ｡」 

「２･３･４年生の発表でうなずきながら聞けたし、楽しかったな｡」 

「みんなで力を合わせて、楽しく一歩前進できて、うれしかった！」  

こうした学習の取組や感動体験が、子どもたちの心にふるさとへの愛着と、仲間との絆、自己

肯定感、成就感を育み、確固たる自信につながっていくのだと改めて実感いたしました。 

結びとなりますが、先日行われました学習発表会におきましては、温かいご声援と、たくさん

の拍手をいただき、誠にありがとうございました。文字通り、11 月 8 日は「いい発表会」の日

となりました。子どもたちの意欲と熱量に満ちあふれた姿、総練習での感動をさらに超え、期待

以上の素晴らしい成果が発揮されたことは、教職員一同、深く感動いたしました。どの子もまぶ

しいほど輝いていたのが、大変印象的でした。この成功は、日々のきめ細やかな指導と、教職員

が一丸となった取り組みの成果であると確信しております。改めまして、日頃より本校の教育活

動を温かく支えてくださる保護者の皆様、そして地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

校長として、子どもたちが自信を持って今後も精一杯、全身全霊で活動できるよう応援し、導

いていく決意です。保護者の皆様にも、引き続き明徳小学校の教育活動にご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

１日（月）全校朝会 ノーゲーム・ノーテレ 
ビデー 

２日（火）学校運営協議会 
４日（木）職員会議 
５日（金）地域参観日（もちつき大会） 

１１日（木）研修 
１２日（金）児童会 
１５日（月）臨時 PTA三役会議 17:00  
１８日（木）清掃週間（２４日まで） 
 

１９日（金）クラブ 
２４日（水）クリスマス会 
２５日（木）４時間授業 ２学期終業式 
２６日（金）ワックスがけ 
２９日（月）学校閉庁日 
３０日（火）学校閉庁日 
３１日（水）学校閉庁日 
 
１／１９（月）３学期始業式 職員会議 

１２月 行事予定 

心も満たしてくれる「おいしい」 ～食育～ 

１８日（火）、保護者の平松さんをお招きして、「食べ物と地球を育てる」をテーマに食育のお話をして
いただきました。「エシカル消費」や「アニマルウェルフェア」などの少し子どもた 
ちにとって、難しい話もありましたが、子どもたちにわかりやすくお話してくださ 
いました。「毎日ある“おいしい”はお腹だけでなく、心も満たしてくれます」とい 
う言葉が印象的でした。日本の「おいしい」を支えてくださっている農家の皆さんや 
学校の「おいしい」を支えてくださっている中川さんに改めて感謝の気持ちを感じる 
食育になりました。平松さん、ありがとうございました。 

明徳小学校だからこその学び ～学習発表会～ 

８日（土）、学習発表会を行いました。子どもたちは、この日に向けて一生懸命、練習をしていまし
た。２～４年生の音楽のテーマは「Enjoy」（楽しむ）でした。観客と一体となって音楽を楽しむ姿を見る
ことができました。５、６年生の劇のテーマは「平和」でした。子どもたちが台本を作り、子どもたちな
りに考えた「平和」について表現しました。また、今年は６月から鈴木佳由 
さん（朗読家・女優）と西井夕紀子さん（音楽家）に定期的に指導してもら 
った「明徳小の詩」を発表しました。「言葉集め」や「音楽作り」など、子ど 
もたちの思いや願いを大切にした指導をしてくださりました。練習を重ねるに 
つれて、子どもたちが自信をもって、のびのびと自分を表現できるようになっ 
ていく姿が印象的でした。明徳小学校だからこそできる「学び」の発表になっ 
たと思います。たくさんの応援ありがとうございました。 

目を輝かす瞬間  ～サイパル実験教室～ 

１０月３１日（金）、毎年、子どもたちが楽しみにしている。サイパル実験教室を行いました。今年は
実験工作「紙皿 UFO」とサイエンスショー「元素の不思議な実験」を行いました。 
「紙皿UFO」では、紙皿をUFO のように飛ばすのですが、うまく飛ばないことが 
多いそうです。しかし明徳っ子たちはみんな上手に飛ばすことができ、サイパルの 
職員の方から「優秀」と褒められました。サイエンスショーでは、不思議な実験に 
「ウォー」と声をあげていました。この教室の申し込みをする学校は減ってきてい 
るそうです。明徳小学校では「子どもたちが目を輝かす」瞬間のある、このような 
学習を大切にしていきたいと考えています。 

 

いじめアンケートより 

２回目のいじめアンケートを実施
しました。いじめは確認されません
でした。これからも子どもたちの様
子を学校全体で見ていきます。子ど
もたちの様子で気になることがあれ
ば学校まで連絡をお願いします。今
年度は１月に３回目のアンケートを
行う予定です。 
 

１２月１日（月）はノーゲーム・ノーテレビデーです。この日は家族団らん、ゲーム、テレビ
なしで過ごしてみましょう。ご協力よろしくお願いします。 

感染症に注意！ ！  

美瑛町でもインフルエンザ・マイコプラズマ等の感染症が広が
っているようです。感染症の流行を防ぐためには、原因となるウ
イルスを体内に侵入させないことや周囲にうつさな 
いことが重要です。そのために「手洗い」「マスク 
着用」「咳エチケット」が大切です。学校でも保健 
指導を行っていますが、家庭での感染症予防もお願 
いします。また、体調が悪い時は無理をせず、学校 
を休み、通院するようにお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


